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脳梁膨大後部皮質(retrosplenialcortex, RSC)は、 哺乳動物において共通して存在する大脳皮
質の亜領域であり、空間ナビゲー ションや感覚俯報の処理、エピソ ー ド記憶、将来の出来事の想
像など、様々な認知機能に関わることが知られている。RSCが海罵支脚(subiculum)や頭頂葉、
前頭前野、 視床など、 多くの脳部位と神経連絡を持つことが報告されていることから、RSC は
多様な入力を受け取って情報を統合する「中継」として、様々な脳機能に関与すると考えられて
いる。 近年の研究により、 海馬において鋭波リップル(sharp wave-ripple, SWR)という記憶の

固定化に関連する脳波が生じるとき、RSC が海馬の情報を皮質に伝達する架け橋を担うことが
示唆されている。

脳機能を生み出す基盤となるのは、個々の神経細胞が繋がった神経回路である。しかし、RSC
においては個々の神経細胞や微小神経回路のレベルの知見が未だに少ない。これまでに、海馬の
鋭波リップルが RSCの顆粒性領域(granular RSC, gRSC)において層特異的な応答を引き起こ

すことが明らかとされてきた。 また、gRSCの神経細胞自体も、電流注入に応じて細胞層ごとに
活動パタ ーンが異なることが知られている。本論文では、鋭波リップル発生時に神経活動が増大
するgRSCの2/3層に着目し、 これらの神経細胞の電気生理学的特性、および海馬から入力を受

け取ったときの応答を解明することを目的としている。

本論文における主な結果は以下である。

I. gRSC 2/3層の神経細胞はプライミング刺激により発火潜時が短くなる

裔はマウスから作製された急性脳切片を用いて、in vitroパッチクランプ法によりgRSC2/3層

の神経細胞からホ ー ルセル記録を行った。神経細胞に電流を注入する同時に、細胞の応答として
膜電位の変化を計測している。 電流注入の開始時刻から、細胞が活動電位（発火）を示すまでの
時間は発火潜時と呼ばれ、 神経興奮の遅さの指標となる。gRSC2/3 層の神経細胞が電流注入に
応じて、ランプ状の脱分極と比較的に長い発火潜時を示し、late-spiking という特性を持つことが
知られている。そこで、潜時が細胞の直前の活動によって調節されるかを調べるために、細胞に

短い電流を予め注入し（プライミング剌激）、 間隔を置いて二回目の電流注入を行った。 プライ
ミング刺激を行うことによって、 細胞の発火潜時が有意に短くなった。

2. gRSC 2/3層の神経細胞には促通的なプライミング効果が観察される

上記の結果から、gRSC2/3層の神経細胞において、 先行的な電流注入が細胞の発火潜時を短
縮させることを明らかにした。次に、高はプライミング刺激と後続の刺激との時間間隔を変化さ

せ、発火潜時との関連を調べたところ、 二 回の電流注入の間隔が短いほど、発火潜時も短くなる
傾向が見られた。同じプライミング効果がほかの脳領域においても共通的に観察されるかを知る
ために、gRSCの5層および前帯状皮質の2/3層、海馬CAl野、嗅周皮質の6層に対して、 同様
なプロトコ ー ルにより検証を行った。その結果、いずれの脳領域においても、 プライミング刺激






